
ふるさと雇用特別基金の336万円のうち70万円は今日（24日）返して
もらった。この補助を受ける条件については、新規雇用であること・
職安を通して雇用されたものであることなどヒアリングの際にも再三
説明したし、仕様書・契約書・見積書にも明記されている。何故、誤
解が生まれたのか理由は解らない。誤解が生じた理由と言えるかどうか解らないが、市からヒアリングを
受けた事務担当者が8月1日以降辞めている。
宅建条項が適用されない物件。今後、同様の事例に宅建条項を準用するかどうかは不明。勉強する。
    →

     ↑
信用調査を行っていない。

←家賃未納額  8月～11月   210万3,130円

←12月～3月 月額9万6,743円（制作に使用する部分 660m2）

全館長は「4月1日には開館する。ただし、自分が経営するのではなく」と言っている。
オリエンタルトレジャー社と盛岡市との契約は3月末まで。その後の事については、
未納の家賃を支払ってもらってから、館長の要望はお聞きする。
3月いっぱいでオリエンタルトレジャー社はあけわたしをする。
全館長個人としてはは今後も制作を続けたいという意志があるとのことだが、
盛岡市は信頼関係を再構築するのは難しいと思っている。4月1日以降については白紙。

ペ氏のキー・イースト社からの話しでは「資金援助しなかった理由は全氏に聞いて
ください。ペ氏の名誉館長は継続しています」




